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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 3,444 12.6 286 12.3 330 19.9 216 21.3

29年3月期第1四半期 3,057 9.2 255 △13.4 275 △19.5 178 △35.8

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　288百万円 （436.7％） 29年3月期第1四半期　　53百万円 （△76.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 16.01 14.65

29年3月期第1四半期 13.08 12.54

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 11,737 8,256 65.8 576.94

29年3月期 12,796 8,564 62.6 586.34

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 7,728百万円 29年3月期 8,016百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,235 10.1 780 1.0 815 △0.2 501 △6.0 36.64

通期 15,208 10.8 1,603 3.8 1,673 3.3 1,029 1.9 75.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 13,775,139 株 29年3月期 13,775,139 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 380,323 株 29年3月期 102,623 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 13,542,548 株 29年3月期1Q 13,663,952 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州、中近東及び東アジア地域等での情勢不安に

起因する地政学リスクの高まりを受けて、世界経済全体としては不透明な状況が継続しているものの、

企業収益の改善を背景に、雇用情勢や個人所得環境に改善が見られ、緩やかな回復基調が続いておりま

す。 

当社グループが属するＩＴ業界は、ＥＣ市場及びインターネット広告市場の拡大を背景としたネット

通販サイトの構築需要やインターネット広告需要が拡大しております。また、企業の相次ぐ情報漏えい

事件の影響によりセキュリティへのＩＴ投資意欲の高まりやクラウドサービス市場の拡大を背景とした

クラウドサービス需要が拡大するなど、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループはＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用したＥ

Ｃソリューション事業の業績拡大に注力したことに加え、セキュリティビジネスや当社独自のサービス

である「ＳＣクラウド」の拡大に注力してまいりました。 

これらの結果、売上高は34億44百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は2億86百万円（同12.3％増）、

経常利益は3億30百万円（同19.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億16百万円（同21.3％増）

となりました。 

（２）連結財政状態に関する説明

（資産の変動について）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は117億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億59百万

円の減少となりました。これは、主に現金及び預金が12億49百万円減少したこと等によるものでありま

す。 

（負債の変動について） 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は34億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億50百万

円の減少となりました。これは、主に未払法人税等が４億54百万円減少したこと等によるものでありま

す。 

（純資産の変動について） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は82億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億８百

万円の減少となりました。これは、主に自己株式が３億92百万円増加したこと等によるものであります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の業績は、計画どおりに推移しており、平成29年５月９日に発表した業績予想から変

更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  該当事項はありません。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

  該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成29年３月31日、平成29年５月10日及び平成29年６月12日開催の取締役会決議に基づき、

自己株式326,900株の取得を実施し、当第１四半期連結累計期間において自己株式が454,603千円増加

しております。 

また、ストック・オプションの行使による自己株式の処分に伴い、当第１四半期連結累計期間にお

いて自己株式が62,306千円減少しております。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が515,618千円となっております。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

     前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 1,384,455 720,299 953,121 3,057,876 ― 3,057,876 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
953 18,705 48,024 67,683 △67,683 ― 

計 1,385,408 739,005 1,001,146 3,125,559 △67,683 3,057,876 

セグメント利益 260,294 182,179 9,115 451,589 △175,807 275,782 

（注） １ セグメント利益の調整額△175,807千円は、セグメント間取引22,074千円、その他調整額△31,263千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△166,617千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 1,517,551 902,024 1,024,884 3,444,460 ― 3,444,460 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
17,694 48,707 38,113 104,515 △104,515 ― 

計 1,535,246 950,732 1,062,998 3,548,976 △104,515 3,444,460 

セグメント利益 331,986 231,363 3,215 566,564 △235,951 330,613 

（注） １ セグメント利益の調整額△235,951千円は、セグメント間取引△20,199千円、その他調整額△12,673千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△203,078千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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